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Topics
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
考
え
る

―
市
政
懇
談
会
を
開
催
―

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご
ろ
思
い
感
じ

て
お
ら
れ
る
こ
と
や
ご
意
見
を
お
伺
い

す
る
た
め
、
10
月
19
日
か
ら
11
月
25
日

に
か
け
て
、
市
内
８
会
場
で
市
政
懇
談

会
を
開
催
し
、
２
１
７
人
の
方
に
出
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
や
市
の
回

答
に
つ
い
て
は
、
次
号
の
広
報
な
ん
た

ん
で
詳
し
く
紹
介
い
た
し
ま
す
。

か
や
ぶ
き
の
里
25
周
年
を
祝
う

―
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

 
選
定
25
周
年
記
念
式
典
―

　

12
月
8
日
、
美
山
町
北
の
か
や
ぶ
き

の
里
が
国
の
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
に
選
定
さ
れ
て
か
ら
25
周
年
を

迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
普
明
寺
で

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
住
民
や
観
光
、
行
政
関
係

者
ら
約
70
人
が
出
席
。
か
や
ぶ
き
の
里

保
存
会
の
中
野
会
長
は「
住
民
の
誇
り

で
あ
る
景
観
を
大
切
に
し
、
次
の
25
年

に
向
け
て
活
動
を
進
め
た
い
」と
あ
い

さ
つ
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、里
の
魅

力
を
伝
え
る
講
演
会
や
住
民
の
出
し
物

で
賑
わ
い
、
25
周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

▲11月13日の南丹市役所本庁会場での様子

▲出席者らと記念撮影

▲西脇京都府知事へ要望を提出する西村市長

▲女性への暴力根絶を呼びかけるメンバー

行
政
課
題
な
ど
京
都
府
へ
要
望

―
平
成
31
年
度
京
都
府
予
算
要
望
―

　

11
月
５
日
、
京
都
府
に
対
し
て
南
丹

市
の
重
要
な
案
件
に
つ
い
て
事
業
化
や

財
源
支
援
な
ど
の
要
望
を
行
い
ま
し

た
。

　

要
望
に
は
市
長
、
副
市
長
、
各
部
長

ら
が
京
都
府
庁
へ
出
向
き
、
西
脇
知
事

や
山
内
、
山
下
、
舟
本
副
知
事
、
各
部

の
幹
部
職
員
な
ど
に
９
点
の
最
重
点
要

望
と
29
点
の
重
要
要
望
に
つ
い
て
説
明

す
る
と
と
も
に
、
厳
し
い
財
政
状
況

で
、
多
様
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
の
市
政
の
課
題
に
つ
い
て
情

報
共
有
し
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
社
会
を
目
指
す

―
女
性
に
対
す
る
暴
力
を

な
く
す
運
動
街
頭
啓
発
―

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
ド
メ
ス
テ

ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ
ン
ス
な
ど
の
女
性
に

対
す
る
暴
力
は
、
女
性
の
人
権
を
侵
害

す
る
問
題
で
あ
り
、
毎
年
11
月
22
日
か

ら
25
日（
女
性
に
対
す
る
暴
力
撤
廃
国

際
日
）を
運
動
期
間
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

11
月
12
日
に
は
、
南
丹
市
男
女
共
同

参
画
社
会
推
進
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
ら

が
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で
街
頭
啓
発
を

行
い
ま
し
た
。ま
た
、京
都
府
立
園
部
高

等
学
校
正
門
で
は
、夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
が
運
動
の
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
あ
る

パ
ー
プ
ル
に
染
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。


